
２０２４年度決算の概要

※以下文面における金額は「万円単位」に端数調整してあります。

（１）資金収支計算書について
　２０２４年度資金収入は、２０２４年度予算比（以下「予算比」という。）３億５９７万円増の４９４億１３４万円であり、
これに前年度繰越支払資金１１４億７，４３３万円を加えた収入の部合計は、６０８億７，５６７万円です。
　これに対して資金支出は、予算比３０億４，６９５万円減の５０１億７，９１５万円であったので、翌年度繰越支払資金は、
予算比３３億５，２９２万円増の１０６億９，６５２万円となり、支出の部合計は、６０８億７，５６７万円です。

### 学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 27,058,000,000 27,513,120,552 △ 455,120,552

### 手 数 料 収 入 1,633,300,000 1,822,284,906 △ 188,984,906

### 寄 付 金 収 入 888,000,000 1,169,643,453 △ 281,643,453

### 補 助 金 収 入 3,934,800,000 4,316,570,742 △ 381,770,742

### 資 産 売 却 収 入 4,609,800,000 2,343,911,606 2,265,888,394

### 付随事業・収益事業収入 3,877,000,000 3,649,813,609 227,186,391

### 受 取 利 息 ・ 配 当 金 収 入 800,000,000 1,692,978,904 △ 892,978,904

### 雑 収 入 1,414,000,000 1,546,958,875 △ 132,958,875

### 借 入 金 等 収 入 4,640,000,000 4,634,500,000 5,500,000

### 前 受 金 収 入 6,410,000,000 7,101,263,054 △ 691,263,054

### そ の 他 の 収 入 996,600,000 1,205,889,845 △ 209,289,845

### 資 金 収 入 調 整 勘 定 △ 7,166,100,000 △ 7,595,595,594 429,495,594

### 前 年 度 繰 越 支 払 資 金 11,474,300,000 11,474,326,929

60,569,700,000 60,875,666,881 △ 305,966,881

人 件 費 支 出 16,681,000,000 16,957,043,892 △ 276,043,892

教 育 研 究 経 費 支 出 13,074,100,000 13,121,116,910 △ 47,016,910

管 理 経 費 支 出 2,915,800,000 2,599,786,637 316,013,363

借 入 金 等 利 息 支 出 136,100,000 136,719,879 △ 619,879

借 入 金 等 返 済 支 出 1,649,700,000 1,649,680,000 20,000

施 設 関 係 支 出 8,558,500,000 4,857,521,747 3,700,978,253

設 備 関 係 支 出 1,502,900,000 2,983,996,056 △ 1,481,096,056

資 産 運 用 支 出 8,769,900,000 8,145,297,222 624,602,778

そ の 他 の 支 出 2,533,000,000 2,663,944,242 △ 130,944,242

〔 予 備 費 〕 (                    0)

〔 予 備 費 〕 300,000,000 300,000,000

資 金 支 出 調 整 勘 定 △ 2,894,900,000 △ 2,935,960,004 41,060,004

翌 年 度 繰 越 支 払 資 金 7,343,600,000 10,696,520,300 △ 3,352,920,300

60,569,700,000 60,875,666,881 △ 305,966,881

<収入の部>

学生生徒等納付金収入（２７５億１，３１２万円）

（単位：円）<収入の部>

科　　　目 差　　異

資　金　収　支　計　算　書
２ ０ ２ ４ 年 ４ 月   　１ 日から
２ ０ ２ ５ 年 ３ 月   ３１ 日まで

予　　算 決　　算 差　　異

支 出 の 部 合 計

授業料、入学金、実験実習料、及び教育充実費です。

右表は直近５年の学生生徒等納付金収入の推移です。

科　　　目

収 入 の 部 合 計

（単位：円）

予　　算 決　　算

<支出の部>

学生から納入された学費です。

文部科学省から交付される経常

費補助金、研究設備整備費等

補助金などです。

国などの公的機関・民間企業と
の受託研究契約・共同研究契約
に基づく収入などです。

２０２４年度に納入された
２０２５年度分の学費などです。

２０２３年度に納入された
２０２４年度学費などですので、
収入の部から差し引きます。

教育・研究活動に要する経費で
す。

法人の管理運営・学生募集に要
する経費です。

土地、建物（附属設備も含む）、
構築物など、施設を取得するた
めの支出です。

２０２４年度末までに支払が完了
しなかった未払金などですので、
支出の部から差し引きます。
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手数料収入（１８億２，２２８万円）

寄付金収入（１１億６，９６４万円）

補助金収入（４３億１，６５７万円）

資産売却収入（２３億４，３９１万円）

付随事業・収益事業収入（３６億４，９８１万円）

入学検定料、試験料、証明手数料、
及び大学入学共通テスト実施手数料です。

右表は直近５年の手数料収入の推移です。

企業等からの研究助成金や学生の父母、教職員、
卒業生からの寄付金です。

右表は直近５年の寄付金収入の推移です。

国庫補助金、地方公共団体補助金、
及び学術研究振興資金です。
例年、国庫補助金として計上される経常費補助金が
大部分を占めています。

右表は直近５年の補助金収入の推移です。
２０２１年度は私立大学等経常費補助金が理工学部の
入学定員超過等に伴い、前年度より減少しています。

不動産及び有価証券の売却収入です。

右表は直近５年の資産売却収入の推移です。

補助活動収入、受託事業収入、知的財産権実施料等収入、
公開講座受講料などです。

右表は直近５年の付随事業・収益事業収入の推移です。
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受取利息・配当金収入（１６億９，２９８万円）

雑収入（１５億４，６９６万円）

<支出の部>

人件費支出（１６９億５，７０４万円）

教育研究経費支出（１３１億２，１１２万円）

管理経費支出（２５億９，９７９万円）

施設設備利用料、私立大学退職金財団交付金、
及びその他の雑収入です。

右表は直近５年の雑収入の推移です。
私立大学退職金財団交付金は、各年度の退職者数に
大きく影響されます。

教員人件費、職員人件費、役員報酬、及び退職金です。

右表は直近５年の人件費支出の推移です。

消耗品費、旅費交通費など教育・研究活動に要する経費で
す。

右表は直近５年の教育研究経費支出の推移です。
２０２２年度以降、キャンパス再構築や光熱水費を含むインフレ
の影響により、増加しています。

法人の管理運営・学生募集活動に要する経費です。

右表は直近５年の管理経費支出の推移です。

第３号基本金運用収入、受取利息・配当金収入です。

右表は直近５年の受取利息・配当金収入の推移です。
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借入金等利息支出（１億３，６７２万円）

借入金等返済支出（１６億４，９６８万円）

施設関係支出（４８億５，７５２万円）

設備関係支出（２９億８，４００万円）

土地、建物（附属設備も含む）、構築物など、
施設を取得するための支出です。

右表は直近５年の施設関係支出の推移です。

備品、図書、車輛など、設備を取得するための支出です。

右表は直近５年の設備関係支出の推移です。
２０２４年度は葛飾キャンパス再構築等のため増加しています。

銀行や日本私立学校振興・共済事業団からの借入金の
利息返済支出です。

右表は直近５年の借入金等利息支出の推移です。

銀行や日本私立学校振興・共済事業団からの借入金の
返済支出です。

右表は直近５年の借入金等返済支出の推移です。

資金収支計算書は、教育研究等の諸活動に要する一年間の資
金の収入、支出をみるもので、支出に対応する収入がどのような
源泉から調達されているかをみることができます。また、借入金な
どの負債性のある収入や、固定資産取得に必要な支出、借入金
返済などが全体の収支にどのような役割を果たしているかなども
みることができます。

この資金収支計算書を活動区分ごとに表示した活動区分資金
収支計算書は、企業会計のキャッシュフロー計算書に相当します
が、区分の方法が企業会計とは異なります。
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（２）事業活動収支計算書について

　２０２４年度の事業活動収入計は、予算比２１億３，９８０万円増の４２０億５，８００万円です。これに対して事業活動支出計は、予算比５，７５９万円減の
３９０億９，２１１万円であるため、基本金組入前当年度収支差額は２９億６，５８８万円の収入超過となります。ここから基本金組入額合計
７８億４，６１３万円を差し引くと、当年度収支差額は４８億８，０２５万円の支出超過となります。
　この結果、２０２３年度からの繰越収支差額（支出超過額）４６７億５，０５０万円を加えると、２０２５年度への繰越収支差額（支出超過額）は
５１６億３，０７５万円となります。

　

学 生 生 徒 等 納 付 金 27,058,000,000 27,513,120,552 △ 455,120,552

手 数 料 1,633,300,000 1,822,284,906 △ 188,984,906

寄 付 金 886,000,000 1,208,797,681 △ 322,797,681

経 常 費 等 補 助 金 3,802,900,000 4,163,031,242 △ 360,131,242

付 随 事 業 収 入 3,845,000,000 3,606,380,726 238,619,274

雑 収 入 1,414,000,000 1,548,871,687 △ 134,871,687

教 育 活 動 収 入 計 38,639,200,000 39,862,486,794 △ 1,223,286,794

人 件 費 16,627,400,000 16,962,019,848 △ 334,619,848

教 育 研 究 経 費 18,590,800,000 18,596,592,236 △ 5,792,236

管 理 経 費 3,259,300,000 2,903,851,164 355,448,836

徴 収 不 能 額 等 0 0 0

教 育 活 動 支 出 計 38,477,500,000 38,462,463,248 15,036,752

教 育 活 動 収 支 差 額 161,700,000 1,400,023,546 △ 1,238,323,546

受 取 利 息 ・ 配 当 金 800,000,000 1,692,978,904 △ 892,978,904

その他の教育活動外収入 32,000,000 43,432,883 △ 11,432,883

教 育 活 動 外 収 入 計 832,000,000 1,736,411,787 △ 904,411,787

借 入 金 等 利 息 136,100,000 136,719,879 △ 619,879

その他の教育活動外支出 24,100,000 25,750,252 △ 1,650,252

教 育 活 動 外 支 出 計 160,200,000 162,470,131 △ 2,270,131

教 育 活 動 外 収 支 差 額 671,800,000 1,573,941,656 △ 902,141,656

経 常 収 支 差 額 833,500,000 2,973,965,202 △ 2,140,465,202

資 産 売 却 差 額 0 6,186,639 △ 6,186,639

そ の 他 の 特 別 収 入 447,000,000 452,909,895 △ 5,909,895

特 別 収 入 計 447,000,000 459,096,534 △ 12,096,534

資 産 処 分 差 額 212,000,000 467,181,189 △ 255,181,189

そ の 他 の 特 別 支 出 0 0 0

特 別 支 出 計 212,000,000 467,181,189 △ 255,181,189

特 別 収 支 差 額 235,000,000 △ 8,084,655 243,084,655

〔 予 備 費 〕 300,000,000 300,000,000

基本金組入前当年度収支差額 768,500,000 2,965,880,547 △ 2,197,380,547

基 本 金 組 入 額 合 計 △ 10,368,000,000 △ 7,846,134,137 △ 2,521,865,863

当 年 度 収 支 差 額 △ 9,599,500,000 △ 4,880,253,590 △ 4,719,246,410

前 年 度 繰 越 収 支 差 額 △ 46,750,500,000 △ 46,750,495,107 △ 4,893

翌 年 度 繰 越 収 支 差 額 △ 56,350,000,000 △ 51,630,748,697 △ 4,719,251,303

事 業 活 動 収 入 計 39,918,200,000 42,057,995,115 △ 2,139,795,115

事 業 活 動 支 出 計 39,149,700,000 39,092,114,568 57,585,432

２０２４年４月　１日から

事　業　活　動　収　支　計　算　書

２０２５年３月３１日まで

予　　算 決　　算 差　　異
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管理経費：減価償却額が含まれます。

資産処分差額：資産を廃棄除却した際の
簿価との差額です。
（処分額＜簿価）

徴収不能額等：奨学貸付金などで徴収不
能になったもの及び徴収不能になる可能
性が高いものです。

基本金組入額合計：学校法人が教育研
究活動等の計画に基づき必要な資産を
継続的に保持するために維持するべきも
のとして、事業活動収入から組入れた金
額のことです。

人件費：教職員の退職金に備えるための
退職給与引当金への当年度繰入額が含
まれます。

教育活動収支：経常的な収支の内、教育
活動に関わる収支を表します。

教育活動外収支：経常的な収支の内、教
育活動以外の収支を表します。

特別収支：臨時的な収支を表します。

その他の特別収入：施設設備拡充等のた
めの寄付金、補助金、および現物寄付な
どです。

経常収支：事業活動収支から臨時的な収
支（特別収支）を除いたものです。

資産売却差額：資産を売却した際の簿価
との差額です。
（売却額＞簿価）

基本金組入前当年度収支差額：事業活動
収入の合計から事業活動支出の合計を差
し引いた額です。

教育研究経費：減価償却額が含まれます。



<事業活動収入>

事業活動収入（４２０億５，８００万円）

<基本金組入額>

基本金組入額（７８億４，６１３万円）

<事業活動支出>

事業活動支出（３９０億９，２１１万円）

学校法人が教育研究活動等の計画に基づき必要な資産を
継続的に保持するために維持するべきものとして事業活動収入から
組入れた金額のことです。

右表は直近５年の基本金組入額の推移です。

教育研究その他の諸活動に対応した費用の支出を示したもので、
人件費、教育研究経費、管理経費などです。

右表は直近５年の事業活動支出の推移です。

学校法人の負債とならない収入で、学生生徒等納付金、手数料、寄付金、
経常費等補助金、付随事業収入、受取利息・配当金収入などです。

右表は直近５年の事業活動収入の推移です。

事業活動収支計算書は、毎年度の経営状況を示すものであり、学校法
人会計基準の改正によって２０１５年度から「消費収支計算書」より様式が
変更されたものです。収支を「経常的なもの」と「臨時的なもの」に区分、さ
らに経常的な支出を「教育活動」と「教育活動外」に区分し、事業活動別
の収支の均衡をみることができます。

企業会計の損益計算書に相当しますが、学校法人では企業のように営
利目的ではなく収支の均衡を目的とする点で、企業会計とは異なります。
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（３）貸借対照表について

　２０２４年度末の資産総額は、前年度末比７２億１，９６９万円増の１，８９１億５７９万円です。また、負債総額は、

前年度末比４２億５，３８１万円増の２６０億７，１６８万円です。

　資産の部は、固定資産が前年度末比７６億４，５８３万円増の１，７５９億８，４８２万円であり、流動資産が前年度末比

４億２，６１４万円減の１３１億２，０９７万円です。その結果、固定資産構成比率は９３．１％であり、流動資産構成比率は

６．９％です。

　負債の部は、長期借入金が前年度末比１６億４，９６８万円減の４７億６，０２４万円です。固定負債は前年度末比

３０億６，２６８万円増の１３９億３，８４２万円となり、固定負債構成比率は７．４％です。また、流動負債は前年度末比

１１億９，１１２万円増の１２１億３，３２６万円であり、流動負債構成比率は６．４％です。

　純資産の部は、基本金が前年度末比７８億４，６１３万円増の２，１４６億６，４８６万円であり、このほかに

未組入額が６８億５，４６２万円あります。翌年度繰越収支差額は前年度末比４８億８，０２５万円減の５１６億３，０７５万円の

支出超過となります。

175,984,823,044 168,338,991,002 7,645,832,042

118,303,999,656 116,340,875,454 1,963,124,202

43,371,621,921 43,366,645,965 4,975,956

14,309,201,467 8,631,469,583 5,677,731,884

13,120,970,631 13,547,115,459 △ 426,144,828

189,105,793,675 181,886,106,461 7,219,687,214

13,938,418,278 10,875,734,822 3,062,683,456

12,133,263,627 10,942,140,416 1,191,123,211

26,071,681,905 21,817,875,238 4,253,806,667

214,664,860,467 206,818,726,330 7,846,134,137

185,907,860,467 178,061,726,330 7,846,134,137

26,160,000,000 26,160,000,000 0

2,597,000,000 2,597,000,000 0

翌年度繰越収支差額 △ 51,630,748,697 △ 46,750,495,107 △ 4,880,253,590

163,034,111,770 160,068,231,223 2,965,880,547

189,105,793,675 181,886,106,461 7,219,687,214

（単位：円）

貸　借　対　照　表

科　　目

２０２５年　３月３１日

負債及び純資産の部合計

固 定 資 産

流 動 資 産

固 定 負 債

流 動 負 債

純 資 産 の 部 合 計

第 １ 号 基 本 金

第 ３ 号 基 本 金

第 ４ 号 基 本 金

資 産 の 部 合 計

負 債 の 部 合 計

基 本 金

その他の固定資産

本年度末 前年度末 増　　減

特 定 資 産

有 形 固 定 資 産

貸借対照表は、年度末における資産、負債、純資産（基
本金および繰越収支差額）の状態を表示し、年度末時点
での財政状態を表す重要な財務資料です。

企業会計の貸借対照表に相当しますが、学校法人会計
の特徴的な概念として基本金があります。学校法人はその
諸活動の計画に基づき必要な資産を継続的に保持しなけ
ればならず、そのために必要な金額を事業活動収入から
留保したものが基本金となります。



(４)主な財務比率の推移と分析

区分 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

①人件費依存率 61.8% 61.7% 61.0% 61.0% 61.7%

②教育研究経費比率 40.6% 41.5% 41.0% 41.2% 44.7%

③経常収支差額比率 8.8% 6.5% 9.9% 9.3% 7.1%

④事業活動収支差額比率 9.0% 6.6% 10.1% 9.6% 7.1%

⑤学生生徒等納付金比率 69.7% 70.7% 67.4% 67.6% 66.1%

⑥純資産構成比率 84.3% 85.9% 86.6% 88.0% 86.2%

①人件費依存率

学生生徒等納付金に対し人件費が占める割合を示すもので、

一般的に低い値の方がよいとされています。収入と支出のバラ

ンスがとれているかどうかを示しています。

②教育研究経費比率

経常収入に対し教育研究経費の占める割合を示すもので、一

般的に高い値の方がよいとされています。

支出構成が適切であるかを示しています。

③経常収支差額比率

経常収入に対し経常収支差額の占める割合を示すもので、一

般的に高い値の方がよいとされています。大学の経常的な活動

に関して収支が安定しているかを示しています。

④事業活動収支差額比率

事業活動収入に対し基本金組入前当年度収支差額が占める

割合を示すもので、一般的に高い値の方がよいとされています。

この比率がプラスでその値が大きいほど財政面での将来的な余

裕につながるとされており、臨時的な要因でマイナスとなった場

合を除き、マイナスの値が大きくなるほど財政面で今後貧窮する

可能性が高いとされています。

⑤学生生徒等納付金比率

経常収入に対し学生生徒等納付金が占める割合を示すもので、

この比率が安定的に推移することが望ましいとされています。

⑥純資産構成比率

総負債および純資産の合計額に対し純資産が新る割合を示す

もので、一般的に高い値の方がよいとされています。自己資金

が充実しているかを示しており、この比率が大きくなるほど、自

己財源が充実しており財政的に安定していると評価されます。

主な財務比率は安定的に推移しています。

基本金組入前当年度収支差額

事業活動収入

人件費

学生生徒等納付金

教育研究経費

経常収入

経常収支差額

経常収入

学生生徒等納付金

経常収入

純資産

総負債＋純資産
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